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1

個人消費の動向をどうご覧
になっていますか。また、
そのような動向となってい
る要因やメカニズムについ
て、お考えをご教示くださ
い。

２
消費を活性化するために
は、どうしたらよいとお考え
でしょうか。

効果

①早帰りを促すための工
夫

②本取組を消費拡大につ
なげるための工夫

③本取組を続けていくため
の工夫

④その他

質問事項 記述式回答

個人消費の動向

ここ２-３年、多少なりとも賃金が上昇するようになったにもかかわらず、限界消費性向が低く、増加した所得の多くは貯蓄に回っている。その背景には、所得の上昇が一過性のものであ
り、将来や老後に対する不安から危険を避けるため貯蓄しておこうとする気持ちが強いことが影響していると考える。��

消費の活性化

安定的な社会保障制度の確立・国民への提示が必要。��

プレミアムフライデー

上がっていない。��

３

計画的・効率的な仕事の促進。��

生産性の向上と恒常的給与の引上げ。��

雇用条件の改善。��
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